






















た。それ以前は、新聞社か出版社への就職を考えており、学部時代は「慶應塾生新聞」という月刊の学生新聞を刊行するクラブに属していた。クラブ活動が忙し こともあって、学部での学業成績は芳しいものではなかった。新聞などメディアへの関心は学者 な ても続いたが、それはこういう事情からである。





















も始めた。当時はドイツ政治という 、ワイマール共和国とナチスの時期の政治史研究ばかり 戦後ドイツ政治の研究はないに等しかった。慶応にもそ 分野の先生はいなか から、ゼロから手探りのようにして始めた。　
二年目は直接ドイツに行こうと決めていたから、それで構わないと思っていた。幸いなことに、防衛大学校 佐
















の、骨格をなす である。その分野では他 邦語の文献があまりな 時代だか 、この拙著もある程度、読まれたように思う。　
二年間の留学を終えて帰国して、慶応の大学院に戻った。博士課程は三年だが、単位も取ってきたことだし、こ
の二年のうち一年は在籍期間に数えることにするので、あと一年残るようにと うことで、三年次の勉強を続けた。当時は、課程博士号を取る者はほとんどいなかったので、 「ド ツの選挙 政党」の研究を集中的に続けるこ



















































て、その時々に自分の関心の向いたことをやってきた、ということな だろう。や 幅を広げすぎたという反省もないわけではないが これも性格である。一つのことを偏執的にやるよりは ろいろ並行的にやる方が性にあっ








































どういう訳か日本では「併用制」と呼ばれ、混合型の一種との説明がなされ きた。小選挙区の方は、政党 比例代表制で獲得した議席の枠に、誰を入れるかの段階で関係するだけ あり、そこで小選挙区の当選者が優先されるにすぎない。　
ただ、小選挙区の候補者に入れる票が「第一票」 、比例に投じられる方が「第二票」というのが正式名なので、
理解が混乱しやす ことおび だしく 当のドイツでも一九七六年頃までは有権者 混乱していた。そこで専門家の出番となって、私も選挙制度研究へと促されることと った ある。　
どういう経緯でドイツがこの選挙制度となったのか、導入時にどんな議論がなされたのか、説明してほしい い
う要望が多く出され、それに対応しているうちに、私も選挙 度に詳しくなっていった。そして、ドイツ語の文献
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（1）　「脱工業化の政治社会学」 （ 『慶応義塾大学法学研究科論文集』一九七三年） 。
（
2）　「西ドイツにおける政党制の発展」 （ 『慶応義塾大 法学研究科論文集』一九七八年） 。
（












































































































3 、『日本の選挙』中央公論新社、2003年 3 月
4 、『憲法改革の政治学』一藝社、増補改訂版、2005年 2 月
5 、『日本政治の座標軸』一藝社、2005年12月














9 、（岩渕美克共編）『政治社会学』一藝社、第五版、2013年 2 月
三、単著（テキスト、その他）
1 、『茶の間で聞く政治の話のウソ』学陽書房、1990年 9 月
2 、『はじめて学ぶ政治学』実務教育出版、1994年11月
3 、『政治学』芦書房、第三版、2008年10月







昭和24年 7 月 8 日生れ
学歴
昭和44年 4 月　　慶応義塾大学商学部入学





昭和51年 4 月　　 ドイツ連邦共和国ボーフム大学社会科学科入学
（～52年 3 月）
昭和52年 4 月　　 同国ケルン大学経済・社会科学部入学（～53年
3 月）




昭和54年 4 月　　幾徳工業大学非常勤講師（～55年 3 月）
昭和55年 4 月　　京都産業大学外国語学部専任講師（～58年 3 月）
昭和58年 4 月　　同大学同学部助教授（～平成 2 年 3 月）
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